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【平成 28 年９月 9 日 小泊漁港（小泊地区） 

日本海漁火センター（中泊町小泊支所）にて】 

中泊町立小泊小学校 5 年生の児童 18 名を対象とした

「平成 28 年度小泊地域水産基盤整備事業学習会」を開

催しました。今年のテーマは、“漁港ってなに？”です。 

 

 

おべ様： みんなそろったはんで、はじめます。 

事務局： 西北漁港事務所の所長に、あいさつをお願いし

ます。 

所 長： これから、小泊漁港でなにをやっているか勉強

してもらいます。分からないことがあったら、何

でも質問してください。 

おべ様： それでは、“漁港ってなに？”を学んでもらい

ます。 

     お父さんが漁師だという人は手を挙げて。 

かい君： はい。(挙手) 

おべ様： 以外と少ないな。 

     漁港は何のためにあるか、わかる人。 

かい君： 船の泊まる場所。 

おべ様： はいそのとおり。 

     そのほかに、高波から漁船や漁業者を守ったり、

漁でとってきた魚を積卸したりする場所です。 

     また、魚を食卓に届けるための流通の場として

必要です。 

     漁港は、漁業を営むための基地。 

漁港では、色んな人が働いています。 

生産者(漁師)、販売者、出荷者、管理者等。 

 

     さて、漁港がないとどうなるかな？ 

     中泊町のメバル膳で例えると、どうなるかなあ

～？ 

かい君： 魚の煮付け、刺身、イカ刺し、シジミ貝の味噌

汁がなくなってしまう。 

おべ様： そのとおりです。おいしいメバル膳は、漬物膳

（漬物だけ）になってしまいます。 
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漁港ってなに？～（西北地域県民局の巻 その 27） 
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“地域づくりの新しいかたち”環境公共 

写真-1 西北漁港所長あいさつ 

写真-2 西北漁港職員の説明 
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おべ様： もうすこし、詳しく説明すると、 

     青森県には漁港が 90 港あり、県管理の漁港が

45 港、その他は市町村が管理しています。 

 小泊漁港は、小泊と下前(折戸含む)が一緒にな

った漁港で、青森県が管理しています。 

     また、他から来た漁船も避難できる「第４種漁

港」となっていて、大事な役割を持っています。 

おべ様： さて、ここで問題です。 

写真－３の消波ブロックは何㎏でしょうか？ 

     ブロックの高さは、381ｃｍ。 

かい君： 500ｋｇ。いや、５ｔ。 

たい子ちゃん： 10ｔ。20ｔ。 

おべ様： 正解は 60ｔです。 

     アフリカゾウ(10ｔ)だと 6 頭分。 

     横綱白鵬(154kg)で 400 人分になります。 

このブロックは、下前漁港の防波堤に設置して、

波の勢いを消す役割をもっています。 

 

それでは、場所を移動します。 

 

おじさん：この水槽に入っている魚は、小泊海域漁港漁場

環境公共推進協議会の方に準備してもらいました。

小泊漁港で獲れたウニ、サザエ、タコ、イカです。 

     魚箱に入っている赤い魚は、メバルです。“津

軽海峡メバル”としてブランド化を図り、平成27

年７月からは、「中泊メバルの刺身と煮付け膳」

として売り出し中だよ。 

 

おべ様： 今日は、これで学習会を終わります。 

     記念に、消波ブロックに落書きしていいよ。 

かい君： いいの？ 

おべ様： おうちに帰ったら、お父さんやお母さんたちに

今日学んだ話をして、どういう目的で漁港を整備

しているのか広めてください。 

 

 

 

 

 

「環境公共」ホームページ：http://www.pref.aomori.lg.jp/sangyo/agri/kankyoukoukyou.html 

写真-3 ブロックは何㎏？ 

写真-4 小泊でとれるものは？ 

写真-5 記念のサイン中！ 写真-6 中泊メバルの刺身と煮付け膳 


